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で、山林のアップダウンや海岸を車と並走した
り、アフター飲み会を楽しんでいました。同時に
会社での長時間労働が重なり、職場の人間関係に
も悩んでいました。当時の社長から先輩を追い越
して本部長になったことに妬みを受けることもあ
ると後に聞きましたが、長いトンネルから抜けら
れない苦しみは、自分の存在を否定してしまうほ
ど無気力にさせます。そのような状態が続き免疫
力が急激に低下し、高熱が出て緊急入院しまし
た。胸膜に水がたまる結核性肋膜炎でした。半年
間の休業、職場に復帰できるか不安を感じる中
で、自宅療養しながら乗馬クラブへは足を運びま
した。 

 
◇ 

乗馬をする体力はありませんでしたが、ある日
洗い場に繋がれていた馬の頸に思わず腕を回して
しがみつきました。そのぬくもりがガチガチに凍
っていた私の心を溶かしてくれました。熱い涙が
溢れ、馬の優しさが沁み込んできました。しばら
くして腕を離すと、馬が私をのぞき込むように見
て、大丈夫、大丈夫と腕をペロペロなめてくれた
のです。それまで障害馬術でストレス発散してい
た時とは全く違う感覚です。それ以来、馬との触
れ合いが、人の心理にどういう作用があるのか知
りたいと思い始めました。半年後、会社に復帰し
てからは、会社と家の往復だった毎日から人生観
が変わっていました。馬から癒される効果を確信
した私は翌年、馬の持つ力を最大限に引き出すプ
ログラムの開発や実践をしながら、「NPO 法人
ホース・フレンズ事務局」として、日本で初めて
ホースセラピー活動の組織化に至りました。団体
名に“事務局”を付けたのは、馬と人の癒しのドラ
マを記録する余裕がない馬の現場に代わって、
其々の乗馬クラブにフィードバックするためでし
た。 

◇  
組織化にあたり、実体験の中でストレス社会に

五感の優れた“馬”が果たす役割は大きいと感じて
いたこともあって、健常者が楽しむ乗馬ではな
く、心の問題を抱える人が安心して大動物の馬に
癒されるために「安全な馬」「安心できる人」の
両方が必要と考えました。まず馬事業界の現状を
勉強し、敷居の高き門でしたが、馬についての第
一人者であった東京大学大学院農学生命科学研究
科の局博一教授を訪ねました。日本ではまだホー
スセラピーという分野が定着していない頃で、人
のための視点で馬を語ることが珍しいと言われま
した。大阪大学医学部教授の倉恒弘彦先生に協力
を求めたのは、厚生労働省疲労研究班班長とし
て、不登校・引きこもりに対する馬介在療法の科
学的検証を所属の乗馬クラブで臨床研究を行うた
めでした。臨床心理士の高橋良臣先生には、感受
性の高い馬との活動で不登校・引きこもりに対す
る関わりについて助言をいただき、阿蘇でセラピ
ー馬づくりを手掛けていた梅木康裕氏に調教方法
の指導を受けました。実践を通して人と馬の介助
者としてのホースセラピスト養成講座で育成プロ
グラムを構築し、プレ講座には、約 400 名が受
講していました。 

そして「馬に癒され人を癒す人になる」ことを
テーマに活動をスタートさせました。 
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◇ 

ある日の理事会で、車いすバスίットを手掛け
た中ీ৿一؄ಞが、ホースフレンズ活動をϠυル
に不登校のϨストΩットを܃りศすঙঃが、馬と
ຂ場の人々に助けられ、生きるس๮を見いだすӫ
ժ੏作にあたり、そのプロυϣーγーがઈ໎に来
られました。題名の「ダドΣ」は、馬のௐが動く
Խ「ମ動」にҾんだもので、׮成を楽しみにして
いました。しかし、それ以来 � 年以৏もԽ࠭ଣ
がなく、ӫժの࿫はಶ࠵したのだと思っていた
頃、؄ಞから࿊ཙがありました。༹々なアクευ
ントがあり、ӫ଀はࡳれたのだが、Խ੢を入れる
がなくࠖっているとの事でした。ຂ場のスϛۜࣁ
ンγーに協力していただき、不登校問題が਄ࠃに
なっていたこともあり、ช部科学省のࣺ࣪ࢾでࢾ
ࣺ会を行わせて໱うことが出来ました。そして
�00� 年ֱઔӫժഓڇで೨بのロードεϥーとな
りました。そのकԍ馬のκンόΩεϣーが、後に
ທ方セラピーຂ場のक役になりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 
所属していた乗馬クラブをईりて活動する限界

を感じていた頃にທ方ࢤӼのཬにςタのཙまるࣁ
ஏの༙ࢤ。஖き場のޮูがありましたࡒ ��000 ௸
を � 年間ई用しました。ಝ急ం車Ӽ・ທ方ࢤӼ
઴のཱིஏならϚランティアの人たͬも関わりやす
い。غ限付きのޮูでしたが、馬のいる癒しとܞ
いのڧ؂づくりとして、実証実験を͕こないまし
た。๲੹޽場の޽場੽ஏには、大ঘのガラがたく

さんດまっていました。みんなで馬のڧ؂づくり
をݼび掛け、੶こΘलいに全ࠅから �0 人ものϚ
ランティアがۨけつけてくれました。ʲ五感の優
れた馬が安心できる場所は、人の安全なαϝϣω
ティになるʳというのがみんなの思いでした。た
だ、フΥンス越しから中が見られている状ڱをՁ
とかしたいと思っていました。 

Ӽ઴でもঘさなਁなら作れると考えていたと
こΘ、たまたま京阪ురの重役が中೯ౣત開通ま
での༣ิಕにあったܢ観大ৈをखったध木をॴ分
するので、खりに来ませんかʃと੢を掛けていた
だきました。足掛け̐年かけて޽事がशわるۢ間
͟とに �00 本もの৪木をҢ動させました。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
Φγށは、-5 ա物からαンテψを � しڛ఑خ

ていただき、スϛンγーからرଅされたログύウ
スもみんなで組みཱིてました。日ӆの休ܞ場所の
౽୪や՘அは持ͬرりで、Ӽ઴に՘とྚのຂ場が
作られて行きました。Ϛロʤ馬งʥ଱඄で作った
 。؃みがଁしとてもඔັしいです、はࡌ野ؽ༙
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ຂ場開અには、ທ方ࢤ在ेで大阪๼Ց಼Ϥネス
α協会でも͕੊࿫になっている関੤テレϑ๎ૻの
ժしていただき、大ࢂ઒務だったਁҬঋ氏にもݫ
変͟ਜ力いただきました。 

 
◇ 

発ୣ障害のあるࢢどもは、対人関係や学सの場
໚でࣨഌܨ験がଡくなりがͬで、自ଜ心や自ߢހ
定感がॉ分に育たず、್࣏的な৚ॻ障害につなが
ることがあります。そうした人たͬにも馬は、Լ
やかな時間を作ってくれます。馬の੊࿫や乗馬を
通じて、全ਐの۔力やバランス感覚が޴৏し、Φ
ネルάーを発散してストレスをܲݰします。また
馬とંするうͬに信བ関係ができたり、馬という
大きな存在をѽうܨ験が自信につながります。馬
が動かない時に、馬が言うことを聞いてくれない
からと思うのは、いじめられたから学校に行けな
いのとۛい発૟です。馬に関しては、自分がൕ省
することが重要です。それは૮手をଜ重すること
で、自分が変わらないと馬も変わらないというこ
とです。また、馬がչనにգ͟すための作業は �
人ではೋしく、自ષにଠ者と協力や੢かけが生ま
れ、αϝϣωίーεϥン೵力が޴৏します。馬と
触れ合うجびや乗る楽しさだけではなく、馬にそ
のجびをศしてあ͝ようとする思いやりが生まれ
ます。そこから૮手を大઀に思い、命の大઀さを
知ることに繋がっていきます。 

ທ方セラピーຂ場には、γラブレッド、クΧー
ターホース、クϨΨーζϥ、ϛωー、ϝωチϣア
ホースというझྪの̕ಆの馬がいて、ຂ場に来る
どもୣのԢԋにԽ楽家の୫ଞ৿࢚さんも協力しࢢ
てくださいました。ϛωーの̏ಆにアϨスという
名付け਎となっていただきました。ళࠅから見ग
ってくださっていると思います。 

 
 
 

 

◇ 
ある日、馬のいる癒しとܞいのຂ場にڠ໒して

くれたのは、ࢢどもと馬の΀れあいプログラムを
受けていたঘ学校 � 年生の஋のࢢでした。両਎
の離࠙問題でࣨ੢঳とਏஇされ、感૟をॽいても
らうόートにも手がਔえてช࣊がॽけないほどの
状態でした。 
 馬たͬと楽しくգ͟してもらえるように乗馬、
馬๬のૡঈ、馬場੖ஏなど਼回のプログラムにࢂ
Յしてもらいました。4 回໪にຂ場から出てϛω
ーと散ิするプログラムに出かけたときのことで
す。散ิのαースはຂ場にྣંする関੤医大බ院
の઴を通って、ཐઔのՑઔ敷に出ます。馬がิく
と、いつものようにす͛にබ院の׳者さんや͕見
෥いの人がॄまって来ました。ステラというϛω
ーの઴に、大੐の人だかりが出来て動けなくなり
ました。ステラをͽくロープを持っていた൶が
「ステラが通るʄ」とڥんでगってくれたので
すʄしばらくして୴೜の先生から、手をశえれば
ช࣊もॽけるようになったと、うれしいๅࠄがあ
りました。人間のओさにྯましを༫え、رりశう
ことのできる馬たͬ。「ありがとう」の言ཁに感
ःの気持ͬが込みあ͝ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 

馬で癒すホースセラピーを෕ٶさせるࢾみとし
て、テレϑより持続的にਃಃさせるラζΨഖ体を
࢘って、�00� 年からラζΨ大阪で「ホースフレ
ンズʛラ΢フ・΢ズ・ϑϣーティフルʛ」のϏー
λψϨティを � 年間務めました。毎ुの֦分野
のΰストとの「癒し」をテーマにした࿫題をफ録
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した後のࡸ஌から現実になったد੽がいくつかあ
ります。東京大学農学部にある最後の �00 ௸の
敷ஏに � ֌ݒてのフードγ΢Φンス౫のݒઅに
したこと。ທ方セラピーຂ場にྣંする関੤ݛ߫
医大෡属බ院のٻ命ٻ急センターਅ੧をট೟に繋
͝ることが出来たこと。馬の事業をしていなけれ
ば、出会うことのないد੽でした。 
 

◇ 

 事務局ؽ೵としてスタートした NPO が、馬も
人も癒されるڧ؂でホースセラピー事業を͕こな
うという઴ྭがない構૟に発ఴして行きました。
乗馬クラブのように敷居が高くなく、気ܲに馬と
触れあえる場所として、ທ方でຂ場を持つという
ことが現実化した時に、最初の覚ޝは馬を所༙す
ることでした。まず当໚のۜࣁとして、૮続した
ౖஏの半分をࢠの名ٝにして、活動ඇを作りまし
た。自宅を事務所にしてもި通ඇ、ःླなど਻ん
できます。助成ۜを調΄て、ઈ໎会にࢂՅし、人
ఽに৚ๅをಚながら、必ࢰにۨけずり回っていた
ことを思い出します。͕手本が無いのなら૥く̏
̎̎のࣨഌをしたいと思っていました。しかし、
それ以৏に自分自ਐも癒され、ଠにՁもཋしいも
のがないくらいຮたされるຂ場になって行きまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇ 

�0�� 年 �� ݆、大阪ැからのਬપによって、
ԋするホースセラピࢩどもと家ଔ・ऑ者を育成ࢢ

ー活動に対して、૱理ׯఝで安ഔ૱理からනঞを
受けました。その翌年にまさか医療事ބにૼい、
� 年間入院を余ٓなくされるとは思ってもみませ
んでした。翌年 � ݆に関੤医大බ院の最৏֌の
レストランで行ったॗծ会の後も、伱ࣹҢ築のた
めに同じທ方ࢤにある山ీஓޮԄに޴かいまし
た。その 4 日後、ಧ発性ೋ௎により、� ु間の࣑
療と検ࠬを݋ねて入院しました。翌日のॴ஖中、
ࣧౝ医のϝスで、心۔伹࠻と೶伹࠻をญ発し、�
年間の入院生活をૻりました。人生Ձがًきるか
わかりません。その間もຂ場のభୂや馬の༮け先
に出޴いたりしたことが、結果的にϨύϑϨにな
っていたと思います。ಧષの出来事にຂ場のスタ
ッフや関係者に大変な思いをさせてしまいまし
た。入院中、࢝ᑏೇࢤ教育長からݻ代馬ࣄいの཮
のྼ࢛を༙するわがௌにホースセラピーの現場を
作りたいと૮஌されていたことや -5$ の馬のଡ
༹なཤ活用事業の中ԟҗҽという役໪があったこ
とで、馬から߳りずに઴に਒めたと思います。 
 
◇ 

࢝ᑏೇは、ࢤҮの約̑分の̐は生۪山ܧの๝か
なྚが߁がり、大部分を山でઐめています。̐ຬ
年઴のڈ੶ح時代のҪ੽が発見され、ฑ࿪なೆช
時代をգ͟し、ݻก時代には࢝ᑏೇを中心にࠅづ
くりのためにో来人が、「馬」を௉ળ半ౣから઩
で運び、ϢマトԨݘにݛ৏するために߁大な馬ࣄ
いの཮が存在していた場所でした。 
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�0�� 年、ࠅ定ޮԄの一ֱのౖஏをखಚして、
ᓖ૷としたψラޅれをൈࡀし、�0�� 年に同じ਼
の࡫を �00 本৪えました。伱ࣹをݒてるには、
さらに自ષޮԄ法の手続きがࠖೋで、伱ࣹの全໚
ಕ࿑を࢝ᑏೇࢤが؇理ಕ࿑とすることがড়݇でし
た。ͬΒうどαロψՔで、٠会にࣀるにも時間を
要すると言われて気ཚͬしていたとこΘに私自ਐ
も৿ܗαロψに感ઝしてしまい、࠸開の時غをଶ
た͡るをಚなくなりました。 
 翌年に不思٠なことがًこります。࢝ᑏೇਈ社
の࢚ٸが変わられて、ࣥ五ࢀに馬を࿊れて来てほ
しいと࢝ᑏೇ࢛ྼཱིࢤ຿଑ࣁྋؙを通じて࿫があ
りました。なんとذしいことでしΒう。す͛に৿
しくम೜された大橋࢚ٸに͕会いしました。࢚ٸ
からඇ用をਚねられましたが、馬ࣄいの癒しの཮
࢝ᑏೇਈ社で、ࣥ五ࢀのࢢどもの健やかな成長を
い、社ాの઴でૹ଍を着て馬に乗る思い出を๼ب
Ց಼Ϥネスα協会の事業として、ๆ೴させていた
だくことにしました。この活動は、ਈ社本ுの৿
聞にもखり৏͝られました。“�� ݆ �� 日はウマ
の日”と定めて、ࠕ年で̑年໪になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ 
日本中ԟڟ馬会ʤ-5$ʥは、ށࠅからのึ助ۜ

౵を一઀受けず、ಢཱིࢋࡀをގる事業体です。年
間फ入約̑஻ԃをң持しています。中ԟڟ馬の開
、づきخ定された৏限にوについては、法ཱに࠷
一ൢ的な年であれば、全ࠅ �0 ϳ所のڟ馬場で
��� 日、� 日最大 �� 。していますࢬ走を実ڟ
ʤ-5$ ホームペーζより引用ʥ 

馬の持つો੘らしい೵力とڟ馬に見るࡃܨ的安
定感は、社会の՟題をմ݀する大きなՆ೵性を持
っています。バランスのखれた社会観の中で、馬
が人々の߀せを導く力があると思います。 
 
◇ 

いの཮・࢝ᑏೇの山には、大阪ැ੕ࣄ代馬ݻ
�00 ब年で੖ඍしたۜ߸生۪نચࠅ定ޮԄの౐心
からਐۛで๝かな自ષのྚのช化Ԅがあります。
そこに持ͬرりで、楽しんで学΄るਁの࣋ࢢԲを
 。ժ中ですܯ

馬は、人を࿊れてくるといいますが、ࠕまで不
思٠とその時に必要な方々と出会えたことが、ど
んなࠖೋな状ڱでも઴に޴かって਒んで来れたと
思います。す΄てのգఖが必要な体験でした。本
൬はこれからです。馬ช化発ষのஏで、馬が癒す
ϠυルஏҮとして、๝かな自ષ、ਈ社との繋が
り、そして馬とգ͟す時間の中でڠに学び、成長
できるਁのΨアεスが、ஏҮのαϝϣωティとし
てஏҮの՟題մ݀に繋がることをبっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

、会をࣨくした現代社会にはؽ五感をಚる、ࠕ
疲れた心をഐෝい、生きにくさを抱えた人々が溢
れています。本来Լやかでいたずら޹きの馬たͬ
が、大きな಑でずっと私たͬに語りかけて来てい
ました。ࠕの日本の社会にはなくてはならない存
在だと。馬が安心してգ͟せるその場所は、ஏҮ
社会の安全なαϝϣωティになります。ࠕまでの
 。௃りですئ験を活かして、もうͽとܨ
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図 2 工学と経営学の両修士号の取得 

 

3. OJE法によるグループ演習 

 OJE 法とは研究・プロジェクトに関連した実践的能

力について仕事を介して学ばせる教育手法であり，少

人数によるグループで問題点把握・解決手法の提案等

を実行し，単なる訓練ではなく持続的な自己啓発・相

互成長を目指すものである．専攻設立以来 20 年以上を

かけて教員間で改良を重ねており，その高い教育効果

については日本工学教育協会等において成果報告を行

っている 2)． 
当専攻では，産業界から派遣された連携教員との協

力の下，産学による学内での長期研究型インターンシ

ップを推進する「インターンシップ・オン・キャンパ

ス」の概念を提唱している．当専攻の正規科目として

「ビジネスエンジニアリング研究(BE 研究)」を博士前

期課程 1 年生対象に通年必修科目を設定し，毎年実施

している． 
 例として，ある年の研究テーマを図 3 に示す．都市

施策・行政，くらしと環境，応用展開と事業化，実装・

ビジネスなど多岐の社会課題解決型の研究分野として

8 つの研究テーマを設定している．大学院生 3～5 人で

構成されるグループに対し，当専攻の専任教員と連携

教員がペアとなって指導を行い，問題点発見・分析，

提案，再評価，代替案検討，提案の高度化のフェーズ

を通じ，高い目的意識を持ちながらメンバー間での協

働を体験させることが狙いである．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 BE 研究テーマ一覧 

 BE 研究では受講者全員に自己評価を実施している．

評価項目は経済産業省が定義した社会人基礎力 3)に基

づき，12 の能力について 5 段階(1:できない～5:よくで

きる)で記載させている．図 4 に第 1 学期成果発表会時

(7 月末)，最終成果発表会時(12 月末)における受講生全

員(27 名)の自己評価結果の平均値を示す． 
図より，12 月末では全ての項目において向上が見ら

れている．なお，図 2 中の(*)は t 検定での p<.05 の有

意差を示した項目である． 特に，働きかけ力，発信力，

状況把握力は向上しており，前年度，前々年度の BE 研

究における自己評価 2)においても同様の傾向を示して

いる．本教育手法により総じて学生が獲得を実感した

能力とも言える． 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 「自己評価」の平均値と変化 

 

4. インターンシップ・オン・キャンパス 

OJE 法を基に産業界からの連携教員と実践してきた

インターンシップ・オン・キャンパスの概念を拡げ， 
2020 年 4 月には大阪大学大学院工学研究科では全ての

専攻に「産学官共創コース」を設置し，その窓口をビ

ジネスエンジニアリング専攻が担っている． 
大阪大学では企業からの出資により研究所・研究室

規模の研究組織として「協働研究所」「共同研究講座」

が学内に多数設置されている．これらの協働研究所等

と連携し様々な社会課題の解決に取り組む活動をキャ

ンパス内での長期の研究型インターンシップとして実

施している． 
産学共同研究活動を学位認定する取組みでもあり，

大学の指導教員と産業界からの教員が協力し指導する

ことで，図 5 に示す従来の研究力育成に加え，俯瞰力

や連携力，実践力の養成を行うことを特徴としている．

図 6 には具体的なカリキュラムを示す．他専攻におい

ては専門性を深めるための科目を多く履修する一方で，

ビジネスエンジニアリング専攻では俯瞰力・連携力・

実践力に関する科目を多く履修する点に特徴がある． 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 産業志向型博士人材の育成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2023 年度の当コースの博士前期・後期課程在籍者 12

名を対象に，インターンシップ・オン・キャンパスの

教育効果に関するアンケートを実施した結果を図 7 に

示す(2024 年 3 月実施)．5 段階評価(1:全く向上しなか

った～5:非常に向上した)での回答であり，いずれも項

目において基準値(3.0 点)以上の学習効果を得ている．

また，「問題設定・解決能力」「専門的な知能・技能」

「自己管理能力」は 4.0 以上であり，「プレゼンテーシ

ョン能力」は特に高い効果を得ている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 インターンシップ・オン・キャンパスにより 

得られた学習効果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
企業人のビジネス感覚と大学人の研究目線の長所を

合わせ持つ環境を構築するには，場所は自由な雰囲気

の大学が良く，そこに企業人が入り込み決定権も適切

に行使できるインターンシップ・オン・キャンパスが

有効であると考える． 
また，インターンシップ・オン・キャンパスには以

下の２つの運用形態を推進している．一点目は，OJE 法

に基づき，企業と大学教員がキャンパスで大学院生を

教える（産学共創教育: 新産業開拓を涵養）という点で

ある．産業界側からは，社会と繋がった課題を提供頂

き，産学共同研究に至る以前のアイデア段階の未成熟

な課題を題材に大学院生が解決策を検討するものであ

る．大学側教員は，演習の進行・指導，学生の議論のマ

ネジメントを実施している．例えば，産業界や大学が

保有する技術を対象に，その技術の新たな用途展開を

大学院生がグループで議論している．また，調査・分

析からビジネスモデル提案といった演習が可能であり，

多くの学生は演習成果を基に数々のビジネスコンテス

トに挑戦し，多くの受賞の成果にも至っている． 
 
 

図 5 産業指向型博士人材の育成 

図 6 産学官共創コースのカリキュラム 



二つ目は，大学院生がキャンパス内の企業で学ぶ・

研究をする（実践力を養う）点である．学内の企業研

究所において大学院生が研究型長期インターンシップ

を体験している．産業界側にとっては学内の知的リソ

ース（ヒト・モノ・情報等）を活用でき，大学との協働

をさらに推進できるメリットがある．また，研究成果

の早期な社会実装・迅速な社会還元の実現や，産業界

側と大学との守秘義務の下，産学共同研究テーマの研

究に大学院生が集中して実施できる利点もある．海外

では企業は学生と雇用契約を結ぶことで営業秘密等に

ついて適切に管理されており，学生が産学共同研究に

参加しているケースが多い． 

 

 

5. ビジネス・オン・キャンパス 

 ビジネスエンジニアリング専攻ではインターンシッ

プ・オン・キャンパスの概念をさらに拡張し，起業家

または起業を目指す学生・社会人を対象に「産学官共

創コース アントレプレナーシップ型」を創設し 2024

年 4 月より入試を実施している．受験生自身の事業内

容を学内における社会課題解決型事業化活動として認

定する「ビジネス・オン・キャンパス」なる新たな概念

を提唱し，単位や学位論文としても認めるものである．

自身の事業を行いながら学業を両立し易い点が特徴で

ある．博士学位の取得は自身が CEO や CTO としての

活動の際に国際的な信用の意味からもメリットとなる．  

2025 年 4 月時点で既に起業した大学院生 5 名が当専攻

にて就学している． 

また，当コースは学内に設置された大阪大学 100%子

会社である大阪大学フォーサイト株式会社 4)とも連携

している．主に社会人向け人材育成事業の一環である

当社のフォーサイトアカデミーを受講することも可能

としている．こうした取組みにより，ニーズ起点型の

社会貢献活動について，工学を軸に事業として統合し

得る起業志向型博士人材の育成へと展開する． 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 産学官共創コース アントレプレナーシップ型  

 

 

 

6. おわりに 

 本稿ではビジネスエンジニアリング専攻の実践型教

育として OJE の教育効果と，インターンシップ・オン・

キャンパスの実践およびアントレプレナーシップ教育

への展開について報告した．専攻設立から 20 年を経て

教育効果の自己点検を常に行い，イノベーション人材

育成のための教育手法をさらに展開する予定である． 
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